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“スパイラル・ギヤ”が、『整流』と『高度の計量』を行い、低粘度液体流量を高精度計測。 
『超分解能』且つ『低スラスト』で、“気体／液体流量”計測！！↓↓↓↓↓↓↓↓ 

 
 
 
 
 
 

※特徴概要※            →→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→《《《《特許 第３２６０２１５号》》》》    
 『スパイラルフロー®型流量センサー』は、次の特徴を有します。 
 

① 「駆動用のスパイラル・ギヤ」により、１０以上の複数の分散流路｛＝ギヤの歯数により構成される流路｝が、流れを自
動的に整流するため、偏流の影響を受け難く、直間部が不要です。 

② 流量検出用インペラの先端部に、流体の速度エネルギーが集中されるため、「流速とインペラ回転速度との関係が一次比
例」で、高精度計測が可能。 

③ インペラに負荷されるスラスト力が極めて小さく、動力伝達効率を考えた捻れ角度と成っているため、捻れ流れ形成時の
エネルギー損失も小さい 

④ 洗浄等の際のバックパージを行っても、インペラに無用な作用力が働かない、すなわち、破損する事がない。分解洗浄が
容易、かつ、逆流時には、インペラに作用力が負荷されないため、強力なバックパージによる洗浄も可能。 

⑤ １回転当たりのパルス数を自由に設計可能のため、高分解能流量センサーを提供可能。 
⑥ 「気体」、「液体」、「蒸気」流量 計測が可能。 
⑦ 構成部品点数が少ないため、高圧・高温流体、腐食流体等々に対応した「流量センサー」の提供が可能。 
⑧ 「透光性流体」の場合は、オプティカル・ファイバーを用いた「光方式検知」により、本質安全防爆計測｛最大、１０(ｍ)

エリア｝が可能。「不透光性流体」の場合は、高周波発振型インペラ検知により計測可能｛特注仕様｝。 
  
  
 

※構造概略※            
特許技術【特許 第３２６０２１５号】は、「写真１」」」」に

示す、市販の駆動用《スパイラル・ギヤ》を用いて捻れ流れを形成
させて、❶タービン流量センサーや、❷旋回流れ利用の気体／
液体分離器、❸あるいは、粘度計等を実現させるものです。当該
技術を総称して、『スパイラルフロー｛＝スパイラ
ル・ギヤを用いた、捻れ流れの意｝』と呼称し、商標登録｛((((商商商商
標登録標登録標登録標登録    ３１７２７９１３１７２７９１３１７２７９１３１７２７９１号号号号))))    【【【【登録登録登録登録    平成平成平成平成 0000８８８８年年年年 0000６６６６月月月月２８２８２８２８日日日日】】】】｝し
ております。  

すなわち、この渦生成原理を用いた「タービン流量センサー」が
「スパイラルフロー®型流量センサー」です。 
当該「スパイラルフロー®型流量センサー」は、①①①①大量生産してい
る「駆動用のスパイラル・ギヤ」をそのまま活用できる事から、安価に、且つ高精度の流量センサーを提供可能です。②②②②
高精度が可能と成る理由は、((((イイイイ))))１０以上の複数の分散流路｛＝ギヤの歯数により構成される流路｝が、流れを自動的に
整流するため、偏流の影響を受け難いこと、((((ロロロロ))))この結果として、直管部が不要であること、((((ハハハハ))))流量検出用インペラの先
端部に、流体の速度エネルギーが集中されるため、「流速とインペラ回転速度との関係が一次比例」を呈すること、((((ニニニニ))))
インペラに負荷されるスラスト力が極めて小さいこと、((((ホホホホ))))そして、動力伝達効率を考えた捻れ角度と成っているため、
捻れ流れ形成時のエネルギー損失も小さい等々によります。 

《スパイラルフロー®型タービン流量センサー》の代表的な構造図を、「図１」に示す。大きな特徴は、図図図図１１１１｛写真写真写真写真
１１１１｝に示す「部品②のスパイラル・エレメント（ギヤ）」により、流れを整流しつつ、これを計量ジェットとして活用し
て、「部品④の流量検出用インペラ」を回転させている事である。また、流れの誘導のため、市販のギヤの軸部に、「部品
①の円錐状のコーン・キャップ」を圧入している。捻れ羽根（プロペラ）を有する一般のタービン式流量センサーが、偏 

流の影響を受け易いのに対して、複数の流路で整流しているため、偏流の影響を受け難いことです。この結果、流量セ
ンサーの前後に直管部を設ける必要がないこと、および、流量の計測精度が高い事です。また、洗浄等の際のバックパー 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真１ 各種スパイラル・ギヤ 
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『スパイラルフロー』は、(株)技術開発総合研究所®の登録商標｛登録番号２４２８０４１号｝であり、 
『スパイラルフロー®型タービン式流量センサー』は、特許商品です。 

 

ジを行っても、インペラに無用な作用力が働かない、すなわち、破損する事がないこと、等々の優れた特徴を有します。
また、多数枚構成のインペラを自由に使用できるため、流量分解能が高い事、等々が特徴として上げられます。 
 
※計測原理※            

流体の流れを、整流機能を有する「スパイラル・ギヤ」より『計量』しつつ、その捩れ流れを、流量検出用――「イン
ペラ」に“４５°(＝現在)～垂直”に衝突させて、「インペラ」を高速回転させます。今、「スパイラル・ギヤ」の計量面
積をＡ(mm２)、インペラ外径をφＤ(mm)、インペラのマーカー数をｍ(＝検出羽枚数)とすると、流量Ｑ(ﾘｯﾄﾙ/min)とその
時の発生パルス周波数Ｈ(Hz)との関係は、次式で与えられる。 

 

ＱＱＱＱ＝｛３×ηηηη×ＤＤＤＤ×(π・ｄｄｄｄ)２／２×１０５ｍｍｍｍ｝ＨＨＨＨ＋ｂｂｂｂ・・・・・・・・(１) 
 

㈱技術開発総合研究所®の「スパイラルフロースパイラルフロースパイラルフロースパイラルフロー®®®®型型型型タービンタービンタービンタービン式流量式流量式流量式流量センサーセンサーセンサーセンサー」は、他社の流量センサーに比して、「ｍｍｍｍ」
が約２倍程大きい、すなわち、流量計測分解能が高い事が大きな特徴で、「ＨＨＨＨ」の比例定数を実流量較正試験により決定
して出荷しております。なお、インペラは、その目的によって、①テフロンや、②ポリアミドイミド樹脂、③チタン(標準
材質)、④ＳＵＳ４０３等から構成され、「インペラ」の周波数は、オプティカル・ファイバー（光学式）、または、高周波
発振式検出器【特注】で検出されます。 
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部品番号 部品名称 標準材質 代替材料 
① エレメント・キャップ ＳＵＳ３０４ ＳＵＳ３１６、各種樹脂 
② スパイラル・エレメント ＳＵＳ３０４ ＳＵＳ３１６、各種樹脂 
③ 針状軸 ハステロイＣ  
④ インペラ チタン アルミニューム、ＳＵＳ４０３、

各種樹脂 
⑤ 入口側アウター・ハウジング ＳＵＳ３０４ ＳＵＳ３１６、各種樹脂 
⑥ 出口側アウター・ハウジング ＳＵＳ３０４ ＳＵＳ３１６、各種樹脂 
⑦ 軸受ホールダー ＳＵＳ３０４｛ＳＵＳ３１６｝  
⑧ Ｏ－リング バイトン  
⑨ 固定軸受 ＳＵＳ３０４／ハステロイＣ ＳＵＳ３０４／ポリイミド樹脂 
⑩ 間隙調整式軸受 ＳＵＳ３０４／ハステロイＣ ＳＵＳ３０４／ポリイミド樹脂 
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⑪ アウター・ハウジング固定ネジ ＳＵＳ３０４  

図図図図１１１１ 《スパイラルフロー®型流量センサー》のののの代表的代表的代表的代表的なななな構造構造構造構造    
 
 
 
 
 

 

※標準仕様と適用流体※ 
標準仕様と適用流体の一覧を、表１に示す。 
 

表１ スパイラルフロー®型流量センサー標準仕様 
項目項目項目項目    標準仕様標準仕様標準仕様標準仕様    備考欄備考欄備考欄備考欄    

流量範囲流量範囲流量範囲流量範囲    
０.１から１００(ﾘｯﾄﾙ/min) ≧５０(ﾘｯﾄﾙ/min)は、Ｕ字フロー®型やスパイラルフロー®型等

が用意 

測定精度測定精度測定精度測定精度    
≦±１(％)FS 更なる高精度要求には、スパイラルフロー®型タービン式流量

センサー等が用意 
再現性再現性再現性再現性    ≦±０.３(％)FS  

① １～１００(cm3/min/Hz)  
計測分解能計測分解能計測分解能計測分解能    

② ６0,000～６００(パルス/㍑)  
レンジアビリティレンジアビリティレンジアビリティレンジアビリティ    約２０ デュアルフロー®型タービン流量センサーは、約９００程度。 
耐圧性耐圧性耐圧性耐圧性能能能能    ≦２０(MPa) 流量形式により異なる 

使用温度範囲使用温度範囲使用温度範囲使用温度範囲    
－５０～２００(℃) アクリルファイバーの場合は≦８０(℃)、特注仕様では、≦４

００(℃)も可能 
適用流体適用流体適用流体適用流体    水、整理食塩水、海水、フレオン、ガソリン、灯油、軽油等の各種低粘度流体 

《註》標準仕様で満足戴けない場合は、あらゆる要求に答えますので、ご相談下さい。 
 

※基本構造と構成※   
図１に、「ＪＳＬＪＳＬＪＳＬＪＳＬ型型型型スパイラルフロースパイラルフロースパイラルフロースパイラルフロー®型流量型流量型流量型流量センサーセンサーセンサーセンサー(一例として、流量形式＝ＪＳＬ－００２型)」の基本構造を示す。

「①アウター・ハウジング」には、着脱自在の「⑧接続ジョイント」と「②インペラ、③④軸、⑤軸受」が一
体構成されたものが、「⑪六角穴付ボルト」により締結されている。 

「⑧接続ジョイント」から流入した液体は、精密な計量ジェットから噴流となり、「②インペラ」に“垂直
に作用”し、流体速度に等しい回転速度で高速回転させます。「②インペラ」の回転速度を、「⑨」に設けられ
たオプティカル・ファイバー（あるいは、高周波発振型センサー）により計測されます。 

なお、「⑧接続ジョイント」は、「テーパー雄ネジ」、若しくは「テーパー雌ネジ」が自由に選択できます。 
『スパイラルフロースパイラルフロースパイラルフロースパイラルフロー®型型型型流量流量流量流量センサーセンサーセンサーセンサー』の開発コンセプトは―――《構造簡単、超小型、安価、高分解能》

―――に有ります。このため、標準形式は、図１に示すように、「入口→→↓↓出口」の直角配管構造です。
しかし、ストレート配管が希望のユーザー様には、内部構造が同じ、図２に示す、エルボ接続の「ＪＥＬ型
(一例として、流量形式＝ＪＳＬ－００８型)」が用意されております。 

 

※標準構成材料※ 
なお、《流量センサーの形式選定》に当たり、(１)流量計測範囲（計測分解能）、(２)計測精度（スパイラスパイラスパイラスパイラ

ルフロールフロールフロールフロー®型流量型流量型流量型流量センサーセンサーセンサーセンサーの標準精度は、≦±１(％)FS）、(３)計測流体の種類と構成材料、(４)圧損特性、(５)検出方式
｛標準は、オプティカル・ファイバーによる光検出方式のため、完全防爆仕様。ただし、光透過性の悪い流体は問題が有るため、注意｝
等々をご検討下さい。参考に、表２に、標準構成材料と変更可能材料を示す。 

 
表３ 標準構成材料と変更可能材料 

部品番部品番部品番部品番
号号号号 

部品名称部品名称部品名称部品名称 
標準材標準材標準材標準材

質質質質 
変更可能材質変更可能材質変更可能材質変更可能材質 

①①①① アウター・ハウジング ＳＵＳ３０４ ＳＵＳ３１６、チタン、ＰＰＳ樹脂等 
②②②② インペラ チタン、 テフロン、ＳＵＳ３１６、ポリアミド・イミド樹脂、ＰＰＳ樹脂等 

③③③③ 
軸受 ポリアミド・

イミド樹脂 
テフロン、ベスペル、ベアリー、ナイロン樹脂等 
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④④④④ 軸 ＳＵＳ３１６ チタン、ＰＰＳ樹脂、セラミックス等 
⑤⑤⑤⑤ 軸留 ＳＵＳ３１６ ＳＵＳ３１６、テフロン、セラミックス等 
⑥⑥⑥⑥ 六角穴止めネジ ＳＵＳ３０４ ＳＵＳ３１６等 
⑦⑦⑦⑦ Ｏ－リング バイトン テフロン、カルレッツ、ＳＵＳ３１６等 
⑧⑧⑧⑧ 接続ジョイント ＳＵＳ３０４ ＳＵＳ３１６ 

⑨⑨⑨⑨ 
オプティカル・ファイ
バー 

ＳＵＳ３１６ チタン、ＰＰＳ樹脂等 

《註註註註１１１１》「黄色マーカー部」は接液部材料を示す。《註註註註２２２２》テフロン・コート金属も可能です。 
 

※流量センサーの選定※ 
『スパイラルフロースパイラルフロースパイラルフロースパイラルフロー®型流量型流量型流量型流量センサーセンサーセンサーセンサー』の標準形式を、表２に示す。外径寸法からの基本形式は、「ＳＦＳＦＳＦＳＦ

ＧＧＧＧ――――００２００２００２００２」、「ＳＦＧＳＦＧＳＦＧＳＦＧ－－－－００８００８００８００８」、「ＳＦＧＳＦＧＳＦＧＳＦＧ――――０２００２００２００２０」、「ＳＦＧＳＦＧＳＦＧＳＦＧ－－－－０５００５００５００５０」の４形式【《註》旧来の形式表示は、ＪＩ

＊です】ですが、ユーザー様の計測条件に合わせた「最適仕様の流量センサー」を提供しますので、要望をご
相談下さい。すなわち、同じ『ＳＦＧＳＦＧＳＦＧＳＦＧ－－－－０５００５００５００５０｛｛｛｛＝０．１(MPa)圧損での流量が５０(ﾘｯﾄﾙ/min)の流量センサー｝｝｝｝』の流量
形式でも、『ＳＦＧＳＦＧＳＦＧＳＦＧ－－－－０５０５０５０５００００』型構造の高分解能流量センサー｛＝インペラ回転速度が高い｝と②『ＳＦＧＳＦＧＳＦＧＳＦＧ－－－－１０１０１０１０
００００』型構造の超耐久流量センサー｛＝インペラ回転速度が約１／２｝を提供可能です。なお、「どのように優れた―
――タービンタービンタービンタービン式流量式流量式流量式流量センサーセンサーセンサーセンサー」で有っても、『①回転部分を有している事、②比較的、流量圧損が大きい事、
③高粘度流体計測が出来ない事｛＝粘度の影響を受けます｝』等々の欠点を有します。この点、十分注意して下さ
い。このような基本特性に問題が有る場合は、他の形式の流量センサーをご選定下さい。 
 

表２ スパイラルフロー®型流量センサー標準形式 
外径寸法外径寸法外径寸法外径寸法(mm) 形形形形    式式式式    

標準計測流量範囲標準計測流量範囲標準計測流量範囲標準計測流量範囲
(ﾘｯﾄﾙ/min) 

最大計測流量最大計測流量最大計測流量最大計測流量    
(ﾘｯﾄﾙ/min)    

計測分解能計測分解能計測分解能計測分解能    
(cm3/min/Hz) ＪＳＬＪＳＬＪＳＬＪＳＬ型型型型    ＪＥＬＪＥＬＪＥＬＪＥＬ型型型型    

配管形式配管形式配管形式配管形式    

ＳＦＧ－０．５ 0.0３～ 0.5 0.7 0.2 
ＳＦＧ－００１ 0.0７～ 1 1.4 0.4 
ＳＦＧ－００２ 0.１～  2 2.8 0.6 □４０×□４０ □□□□２５２５２５２５××××ＬＬＬＬ６０６０６０６０××××ＨＨＨＨ５５５５５５５５    

ＰＴ1／4、Ｒｃ1／8 
((((ＲｃＲｃＲｃＲｃ１１１１／／／／４４４４))))    

ＳＦＧ－００４ 0.２～  4 5.7 1.0 
ＳＦＧ―００６ 0.３～  6 8.5 1.8 
ＳＦＧ－００８ 0.４～  8 12 2.6 □５０×□５０ □□□□３６３６３６３６××××ＬＬＬＬ７５７５７５７５××××ＨＨＨＨ７７７７７７７７    

ＰＴ1／2、Ｒｃ1／4 
((((ＲｃＲｃＲｃＲｃ３３３３／／／／８８８８))))    

ＳＦＧ－０１０ 0.５～ 1０ 1４ 3.8 
ＳＦＧ－０２０ １ ～ ２０ 28 6 □６５×□６５ □□□□５０５０５０５０××××ＬＬＬＬ９０９０９０９０××××ＨＨＨＨ８８８８８８８８    

ＰＴ3／4、Ｒｃ1／2 
((((ＲｃＲｃＲｃＲｃ１１１１／／／／２２２２))))    

ＳＦＧ－０３０ １.５～ 30 42 8 
ＳＦＧ－０５０ ２.５～ ５０ 70 12 □８０×□８０ □□□□６５６５６５６５××××ＬＬＬＬ１００１００１００１００××××ＨＨＨＨ１１０１１０１１０１１０    

ＰＴ１、Ｒｃ3／4 
((((ＲｃＲｃＲｃＲｃ３３３３／／／／４４４４))))    

※《註》「５０(ﾘｯﾄﾙ/min)」を越える流量センサーは、スパイラルフロー®型流量センサーをご選定下さい。 
※《註》「流量特性」、「配管形式」「耐圧性能」等々は、ユーザー様の要求に応じて特注製作します。 

《註註註註１１１１》「標準計測流量範囲」は、圧損ΔP≦0.1(MPa)時の代表的な流量範囲を示す。 
《註註註註２２２２》「最大計測流量」は、圧損ΔP≦0.2(MPa)時の代表的な流量を示す。 
《註註註註３３３３》「計測分解能」は代表例で有り、実際に納品される流量センサーの数値と異なります。 
《註註註註４４４４》「外径寸法」は、取付金具を除く、流量センサー本体の寸法を示す。 

 
 システム構成  
《スパイラルフロー®型タービン式流量計》の代表的なシステム構成を、写真写真写真写真２２２２に示す。 

システムは、「①①①①スパイラルフロー®型流量センサー」→→→→「②②②②オプティカル・ファイバー」→→→→「③③③③
パルス・コンバータ」→→→→「④④④④各種流量表示計」より構成される。構成システムにおいて、「②②②②オプティ
カル・ファイバー」や「③③③③パルス・コンバータ」そして、「④④④④各種流量表示計――ＰＤＧ－３００型、ＭＤ－
１０００型等」は開発完了している。ただし、大幅な価格低減を更に図るためには、((((１１１１))))「ＳＵＳ４０３製イ
ンペラ」＋「高周波発振型回転検出」による計測システムの整備、((((２２２２))))樹脂成型製「スパイラルフロー®型流
量センサー」の開発が望まれる。 
 
 
 
 
 
 
 



 カタログ ＳＦＭ－０１ ………２００６／０８／１５－１ 記述 
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※流量計測システム※ 

『スパイラルフロースパイラルフロースパイラルフロースパイラルフロー®型流量型流量型流量型流量センサーセンサーセンサーセンサー』の計測システムを、図３に示す。すなわち、《①スパイラルフ
ロー®型タービン式流量センサー》→→→→《②オプティカル・ファイバー》→→→→《③パルス・コンバ
ータ》→→→→《④センサー・コード》→→→→《⑤各種流量表示計》から構成されます。《②オプティカ
ル・ファイバー》には、安価な「アクリル製ファイバー(ＯＡＪ－ＯＡＪ－ＯＡＪ－ＯＡＪ－０２０２０２０２型型型型)」と耐圧・耐熱性を有する「ガラス製
ファイバー(ＯＧＪ－ＯＧＪ－ＯＧＪ－ＯＧＪ－０１０１０１０１型型型型)が有ります。標準ガラス製ファイバーの長さは１(ｍ)ですが、１０(ｍ)まで提供可能
です。《③パルス・コンバータ》には、(イ)１０(kHz)対応の自動感度レベル検出方式の「ＰＣＰＣＰＣＰＣ――――０１００１００１００１０ＶＶＶＶ型型型型」、
(ロ)５(kHz)対応のマニュアル感度設定方式の「ＰＣＰＣＰＣＰＣ――――００５００５００５００５ＶＶＶＶ型型型型」、(ハ)１０(kHz)対応のパルス出力／アナ
ログ電圧｛あるいは、電流｝出力仕様の「ＦＶＦＶＦＶＦＶ(ＦＡＦＡＦＡＦＡ)－－－－００００１０１０１０１０ＶＶＶＶ型型型型」等が用意されております。 
 

※購入・取扱に際して
※            
  「スパイラルフロースパイラルフロースパイラルフロースパイラルフロー®型型型型流量流量流量流量センサーセンサーセンサーセンサー」の選定に当
たって、①弊社の「スワールインペラ®型等のタービ
ン流量センサーが、「インペラ」には回転力以外の作
用力が全く負荷されないのに対して、当該「スパイラ
ルフロー®型」の場合は、軸への押し付け力が作用す
ること、このため、計測精度計測精度計測精度計測精度がががが≦≦≦≦１１１１(%)ＦＳＦＳＦＳＦＳ程度程度程度程度であ
る事、②「タービン流量センサー」のため、粘度が
大きく変化する(＝流体温度変化が大きい)場合、《実実実実
際際際際のののの比例定数及比例定数及比例定数及比例定数及びびびび無効流量無効流量無効流量無効流量がががが大大大大とととと成成成成りりりり、、、、計測精度計測精度計測精度計測精度がががが悪悪悪悪
化化化化》しますので注意して下さい。③「光透過性流体」
の場合であっても、液汚損の大きい流体への適用は、十分注意して下さい。 
※大流量、高精度、高温、高耐圧流量計測※            

 ㈱㈱㈱㈱技術開発総合研究所技術開発総合研究所技術開発総合研究所技術開発総合研究所®では、本流量センサーの他に、一例として、次のような各種流量センサーを用意し
ていますので、目的に添って最適選択されることを希望します。 
    

 

※形式表示※ 
『スパイラルフロースパイラルフロースパイラルフロースパイラルフロー®型流量型流量型流量型流量センサーセンサーセンサーセンサー』の形式表示は、以下の通りです。なお、スパイラルフロー®型の標

準形式は、「ＪＳＬＪＳＬＪＳＬＪＳＬ――＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊    ＰＰＰＰ    ＬＬＬＬ    ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊    ＴＴＴＴ    ＩＩＩＩ――――――――＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃」です。 
    

１１１１ ２２２２ ３３３３ ４４４４

流体入口 流体出口

オオオオ ププププ テテテテ ィィィィ カカカカ ルルルル ・・・・ フフフフ ァァァァ イイイイ ババババ ーーーー 取取取取 付付付付 部部部部

流流流流 体体体体 入入入入 口口口口 流流流流 体体体体 出出出出 口口口口 ⑤⑤⑤⑤ 流流流流 量量量量 型型型型 表表表表 示示示示 計計計計

④④④④ セセセセ ンンンン ササササ ーーーー ・・・・ ココココ ーーーー ドドドド

③③③③ パパパパ ルルルル スススス ・・・・ ココココ ンンンン ババババ ーーーー タタタタ
②②②② オオオオ ププププ テテテテ ィィィィ カカカカ ルルルル ・・・・ フフフフ ァァァァ イイイイ ババババ ーーーー

①①①① ジジジジ ェェェェ ッッッッ トトトト イイイイ ンンンン ペペペペ ララララ 型型型型 タタタタ ーーーー ビビビビ ンンンン 式式式式 流流流流 量量量量 セセセセ ンンンン ササササ ーーーー

内内内内 蔵蔵蔵蔵 ＤＤＤＤ ＣＣＣＣ 電電電電 源源源源

 
図図図図３３３３    流量計測流量計測流量計測流量計測システムシステムシステムシステム 

①①①①    超安価、低圧損、アナログ出力の「気／液用流量計測」→→→→→→→パイプオリフィス®型動圧式流量計 
②②②②    気体／液体の粘性流体計測、低圧損、高分解能、超微小流量可→→→→→マルチチューブ®型層流式流量計 
③③③③    液体の高分解能、高精度、微少流量計測→→→→→→→→→→→→ジェットローター®型タービン式流量計 
④④④④    低流量液体の高分解能、高精度計測→→→→→→→→→→→→→→スワールインペラ®型タービン式流量計 

⑤⑤⑤⑤    液体の安価かつ大流量計測 →→→→→→→→→→→→→→→→→→→Ｕ字オリフィスタービン®型流量計 
⑥⑥⑥⑥    気／液体の安価、超大型流量計測→→→→→→→→→→→→→→オリフィスタービン®型タービン式流量計 
⑦⑦⑦⑦    気／液体安価、中型流量計測 →→→→→→→→→→→→→→→→スパイラルフロー®型タービン式流量計 
⑧⑧⑧⑧    高精度、高耐久、高圧、高気体／液体→→→→→→→→→→→→→スワールタービン®型タービン式流量計 
⑨⑨⑨⑨    微粒子混入流体→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→ループフロー®型差圧式流量計 
⑩⑩⑩⑩    高粘度液体、容積流量計測、高精度 →→→→→→→→→→→→→スパイラル・ギヤフロー®型容積式流量
計 
⑪⑪⑪⑪    気体の質量流量、高レスポンス、高精度→→→→→→→→→→→→→サーマスフロー™型熱線式質量流量計 

③③③③パルスパルスパルスパルス・・・・コンバータコンバータコンバータコンバータ    



 カタログ ＳＦＭ－０１ ………２００６／０８／１５－１ 記述 
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--------------------------------性能改善性能改善性能改善性能改善とととと向上向上向上向上のためにのためにのためにのために、、、、仕様変更仕様変更仕様変更仕様変更されることがされることがされることがされることが有有有有りますのでりますのでりますのでりますので、、、、ごごごご容赦下容赦下容赦下容赦下さいさいさいさい-------------------------------- 

（カタログ改定―１） 

㈱㈱㈱㈱技術開発総合研究所技術開発総合研究所技術開発総合研究所技術開発総合研究所®の開発商品は、『生産物賠償責任保険（あいおい損害保険㈱）』により責任保証（１９９４年以来）されて
おります。    

 

            ((((株株株株))))技術開発総合研究所技術開発総合研究所技術開発総合研究所技術開発総合研究所®    

       {〒３０５－００４２ 茨城県つくば市下広岡７２５－２９}{TEL.(0298)57-6010,FAX.(0298)57-8357} 
E-mail；y-hommoh@advanced-techno-future.com､E-mail；y-hommoh@techno-max.com 

             

((((株株株株))))技術開発総合研究所技術開発総合研究所技術開発総合研究所技術開発総合研究所®は、①物体《気体、液体、粉体、固体、生体》、②エネルギ《熱、光、圧力、音等》、③情報情報情報情報《データ、ソフト、評価、通信等》に関わるあ

らゆる産業分野の技術創造を、弛まぬ情熱と多次元思考により遂行し、各社の新しい技術の夢を創り、夢を育み、夢を実現します。 
『流体機器―計測器―熱交換器―工業用機器・・・・・―特殊機器等、約５０種の開発商品を用意』――――何でも、ご相談下さい。 

―――基本特許｛含む、申請中｝約４０件、商標登録｛含む、申請中｝約２６件、ドメインを約１００件、保有――― 

 

＃＃＃Ｌ Ｐ Ｌ ＃ ＃ ＴＪ＊ ＃＃＃＃ 『＃＃＃＃』は、シリアル・ナンバーを表します。Ｉ

『＃＃』には、インペラ一回転当たりの信号数が記載されます。
『＊』には、Ｌ、Ｍ、Ｈの英文字が入ります。Ｌはオプティカル（光）方式、Ｍは電磁方式、
Ｈはホール素子センサーにより検出している事を示します。標準仕様は、「Ｌ」です。

『＊』には、アウター・ハウジング材質を表す英文字、Ｐ、Ｓ、Ｔ、Ｌ等が記載されます。

『＃＃＃』には、流体として「水」が、ΔＰ＝０．１ (MPa )の差圧の時に流れる凡その流量Ｑ (ﾘｯﾄﾙ/m in )
が記載されます。

『＊』には、インペラ材質を表す、Ｔ、Ｉ、Ｓ、Ａが記載されます。Ｔは、チタン
を、また、Ａはアルミニュームを表します。標準は、「Ｔ」です。

「＊」には、Ｓｔａｎｄａｒｄ（標準）の「Ｓ」、あるいは、Ｅｌｂｏｗの「Ｅ」が記入されます。

『L』は液体用流量センサーを表し、また、「G」は気体用流量センサーを表します。

『＊』には、軸受材料である「Ｉ＝ポリアミドイミド樹脂」、「Ｆ＝テフロン」、
「Ｃ＝セラミックス」、「Ｎ＝ナイロン樹脂」、「Ｓ＝ＳＵＳ３１６」等々の
英文字が記入されます。ジェットインペラ型は、「Ｉ」が標準です。

『Ｊ＊』の「Ｊ」は、ジェットインペラ型タービン式流量センサーの頭文字・・・・・｢Ｊｅｔ－Ｉｍｐｅｌｌｅｒ」を表す。

ジェットインペラ型流量センサーの標準材質は、「Ｐ」のＳＵＳ３０４です。

 
    

図図図図４４４４    スパイラルフロースパイラルフロースパイラルフロースパイラルフロー®®®®型型型型タービンタービンタービンタービン式流量式流量式流量式流量センサーセンサーセンサーセンサーのののの形式表示形式表示形式表示形式表示    


